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みんなの移動を支え、暮らしを豊かにする新たな税のあり方について（諮問） 

 

 令和２年７月 17 日に諮問しました「滋賀にふさわしい税制のあり方」において、貴審

議会からは、「地域公共交通を支えるための税制」について、「子どもから高齢者まで、

また障害のある方もない方も、誰でもいつでも利用できる地域公共交通は、利用者のみ

ならず、地域のみんなで支えるべきものである」とした上で、「その導入可能性を検討し

ていくべきである」との答申（以下、「令和３年４月答申」という。）をいただきました。 

 また、令和３年４月答申を受け、地域公共交通を支えるための施策実施に向けた財源

確保の一つの手段としての新たな税制について、その導入へ向けた議論を前に進めるた

め、令和３年 11 月 19 日に「地域公共交通を支えるための税制の導入可能性」について

諮問したところ、「地域公共交通の維持・充実は、地域の暮らし全般を支える基礎的なニ

ーズであると同時に、単にその利用者のみならず、県全体の社会・経済の基盤であり、

産業や観光の振興にもつながるものであることを踏まえて、」「『滋賀交通ビジョン』の見

直しと並行して、『地域公共交通を支えるための税制』の導入に向けて、県民とも議論を

行い、新たな税制を設けることに具体的に挑戦する」べきであるとの答申（以下、「令和

４年４月答申」という。）をいただきました。 

 その後、令和４年４月答申を踏まえ、「滋賀地域交通ビジョン」や「滋賀地域交通計画」

の策定過程において、目指す地域交通の姿やその実現に必要な施策と財源のあり方につ

いて、県民との対話を重ねる中で、導入に向けて挑戦している新たな税制で支えたいも

のは、地域公共交通そのものというよりも、それらの手段により不自由なく移動ができ

ることによるみんなの豊かな暮らしであるとの認識に至ったところです。 

 つきましては、今年度中に「滋賀地域交通計画」を策定することを目指し、施策の議

論と、新たな税制を含めた財源のあり方の議論をより深めるため、下記の点を中心に、

貴審議会の意見を求めます。 

 

記 

 
(1) みんなの移動を支え、暮らしを豊かにするため、施策に要する費用の一部を賄う

安定的な財源としての「新たな税」のあり方について 

 


